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令和 7年度において重点的に取り組む事業の主な内容

1　防災情報管理事業

　災害から市民の皆様の生命と財産を守り、安心・
安全に暮らせるまちづくりを推進するため、見直
しを行った津波ハザードマップに対応した避難所
標識に更新するもの。

6　ゼロカーボンシティ推進事業�

　カーボンニュートラルの実現を目指して、省エ
ネ家電の買換えを引き続き実施するとともに、次
世代自動車導入の支援および宅配便の再配達削減
を促進するために置き配バッグを活用した実証実
験を実施するもの。

2　市庁舎耐震対策等事業

　市庁舎の津波浸水対策に主眼を置き、西庁舎の
大規模改修工事を実施するもの。

7　中央公園魅力創造事業

　民間事業者のノウハウを取り入れ、中央公園
の更なる魅力向上を図るため、「公募設置管理制
度 ( Ｐａｒｋ－ＰＦＩ )」を活用した整備を行い、
秋ごろに指定管理による施設オープンを目指し、
多賀城南門を核とした歴史的文化と多賀城ならで
はの自然に親しむことができる魅力ある公園の管
理運営に取り組むもの。

3　健康診査事業

　「お口からはじめる健康づくり」の一環として、
令和６年度に引き続き歯周病検診の対象者に２０
代、３０代を追加し、若いうちにお口の健康から
全身の健康へと関心を高め、生涯にわたる健康の
維持・増進へつなげるもの。
　また、胃がん検診において胃内視鏡検査の追加
を目指し、早期発見の向上、推進に努めるもの。

4　学校教育支援事業[小学校・中学校]�

　特別支援教育支援システムを活用し、子どもた
ち一人ひとりの特性を適切に把握するアセスメン
トの強化や、その結果に基づく個別最適な支援計
画の作成を通じて、子どもたち一人ひとりの特性
に応じた多様な学びの充実に取り組むもの。

8　浸水対策下水道整備事業�

　安心・安全で持続可能な雨水対策整備の一環と
して、浮島排水区の浸水軽減を目的に、「樋の口
雨水幹線ＪＲ東北本線横断部」の整備工事を実施
するもの。

5　小学校環境整備事業

　築４０年以上を経過した山王小学校校舎の老朽
化に対応するための長寿命化改良工事を引き続き
進め、また、多賀城市学校施設等長寿命化計画を
改定し、子どもたちが安心して快適に学ぶことが
できる環境を整備するもの。

9　市民文化創造推進事業　�

　多賀城創建１３００年を契機として取り組んで
きた多賀城固有の歴史文化資源に様々なジャンル
の文化芸術・アートを掛け合わせて新たな価値を
創出するプログラムを継続するとともに、これら
の取り組みが市民文化として紡がれていく未来を
創る人財を育む「みらい創造ラボ」を実施するもの。

10　スポーツウェルネス施設整備事業�

　令和 5 年度改訂の「多賀城市公共施設等総合
管理計画」に基づき、老朽化の著しい総合体育館、
市民プール及び小中学校プールを縮充した複合化
施設の整備について検討するもの。
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　令和７年度当初予算の規模は、令和６年度当初予算と比較して大きく増加し、
一般会計予算においては、34億８,000 万円の増額となり、過去最大の規模と
なりました。

　一般会計予算増額の主な要因は、市庁舎耐震対策等事業における西庁舎大規模改修工
事費や中央公園魅力創造事業における特定公園施設購入費等を計上したことにより普通
建設事業費が大幅に増となったこと、さらに、物価高騰に係る学校給食費の補塡や保育
所、市内中小運送業者等に対する物価高騰分の補助など、国の交付金を活用した物価高
騰対策事業費の計上が挙げられます。

令和７年度各会計予算

　会計の種類 令和７年度予算額 伸率 (％ )

一般会計 ３０４億５，０００万円 １２．９

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 ５６億７，２００万円 △０．２

後期高齢者医療 ８億７，９００万円 ５．０

介 護 保 険 ５０億５，１６７万２千円 ４．２

小　　　計 １１６億２６７万２千円 ２．１

企
業
会
計

水 道 事 業 ２１億９，７８９万３千円 △２．６

下 水 道 事 業 ５０億９，５５８万９千円 ３．６

小　　　計 ７２億９，３４８万２千円 １．６

合　　　　　計 ４９３億４，６１５万４千円 ８．４

※伸率 (％ ) は、令和６年度当初予算との比較です。
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令和７年第１回定例会（２月３日～３月５日開催）結果
　今回の議会では、31 日間の会期において条例 12 件、補正予算６件、新年度予算６件、工事請
負契約５件など 31 件の議案審議を行いました。
市長が提出した議案

1 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
令和７年６月３０日に任期満了となる櫻井道子委員を再任するもの。

2
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について
刑法等の一部を改正する法律により、刑の種類について懲役および禁錮が廃止され、これらに代えて拘禁刑が創設
されることから関係条例４件について、「懲役」および「禁錮」の文言を「拘禁刑」とする改正を行うもの。

3
さんみらい多賀城イベントプラザ条例の一部を改正する条例について
さんみらい多賀城イベントプラザにおける合理的運営および利用促進を目指し、開館時間や使用料等の見直しを行
うため改正を行うもの。

4
議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について
人事院勧告に準拠した職員の給与改定を踏まえ、議長、副議長およびその他議員の報酬について改定を行うため改
正を行うもの。

5 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
議員報酬の改定に併せて、特別職の職員で非常勤のものの報酬の額改定のため改正を行うもの。

6
多賀城市税条例の一部を改正する条例について
公益信託ニ関スル法律の全部改正および私立学校法の一部改正を受け、これらの法律を引用している条項の修正な
どのため改正を行うもの。

7

情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るため
のデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正を受け、当該法律を引用して
いる条項の修正などのため、関係条例５件の改正を行うもの。

8

多賀城跡ガイダンス施設条例について
特別史跡多賀城跡附寺跡などの歴史的価値の共有と継承、観光交流の促進および拡大を図ることを通じて、教育文
化の工場および活力ある市勢の発展に寄与するため、多賀城跡ガイダンス施設を設置することとし、当該施設の適
切な管理運営を行うため制定するもの。

9
多賀城市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する内閣府令が公布され、家庭的保育事業等における栄
養士の配置に係る規定が改正されたことを踏まえ改正を行うもの。

10
多賀城市敬老金等支給条例の一部を改正する条例について
敬老金等の支給について、高齢化の進展に伴う平均寿命の延伸および対象者の増加の状況を踏まえ、敬老金等の支
給対象および支給額の見直しをするため改正を行うもの。

11

多賀城市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る人員等の基準を定める条例の一部を改正する条例に
ついて
介護保険法施行規則の一部を改正する厚生労働省令が公布され、地域包括支援センターの職員の配置に関する基準
が改正されたことから改正を行うもの。

12 市道路線の認定について
都市計画法に基づく開発行為により築造され、本市に帰属された道路２路線を市道として認定するもの。

13 工事請負契約の締結について ( 令和６年度多賀城市庁舎耐震対策等事業エントランス棟増築 ( 建築 ) 工事 )
令和６年度多賀城市庁舎耐震対策等事業エントランス棟増築 ( 建築 ) 工事につき、工事請負契約を締結するもの。

14 工事請負契約の締結について ( 令和６年度多賀城市庁舎耐震対策等事業エントランス棟増築 ( 電気設備 ) 工事 )
令和６年度多賀城市庁舎耐震対策等事業エントランス棟増築 ( 電気設備 ) 工事につき、工事請負契約を締結するもの。

15 工事請負契約の締結について ( 令和６年度多賀城市庁舎耐震対策等事業エントランス棟増築 ( 機械設備 ) 工事 )
令和６年度多賀城市庁舎耐震対策等事業エントランス棟増築 ( 機械設備 ) 工事につき、工事請負契約を締結するもの。

16
工事請負変更契約の締結について ( 令和４年度特別史跡多賀城南門周辺地形修復・築地塀復元工事 )
令和４年第４回市議会定例会において議決され契約した「令和４年度特別史跡多賀城南門周辺地形修復・築地塀復
元工事」において、契約金額を増額する必要が生じたことから、変更契約を締結するもの。

17 令和６年度多賀城市一般会計補正予算（第８号）
山王小学校に係る学校環境整備事業および公営住宅ストック総合改善事業の減額などを行うもの。

18 令和６年度多賀城市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
療養給付費の増額などを行うもの。

19 令和６年度多賀城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
後期高齢者医療広域連合納付金の増額などを行うもの。

20 令和６年度多賀城市介護保険特別会計補正予算（第 4 号）
施設介護サービス等給付費の増額などを行うもの。
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21 令和６年度多賀城市水道事業会計補正予算（第３号）
委託料の減額、配水管整備事業に係る工事費の減額などを行うもの。

22 令和６年度多賀城市下水道事業会計補正予算（第３号）
固定資産除却費、委託料の減額などを行うもの。

23 令和７年度多賀城市一般会計予算
24 令和７年度多賀城市国民健康保険特別会計予算
25 令和７年度多賀城市後期高齢者医療特別会計予算
26 令和７年度多賀城市介護保険特別会計予算
27 令和７年度多賀城市水道事業会計予算
28 令和７年度多賀城市下水道事業会計予算

29
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について
令和６年８月に人事院が行った「公務員人事管理に関する報告」において「仕事と生活の両立支援の拡充」が示され
たことを踏まえ、本市職員の超過勤務免除の対象となる子の範囲拡大および仕事と介護の両立支援制度を利用しやす
い勤務環境の整備などを行うため改正を行うもの。

30

多賀城市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び多賀城市特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

「家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準」及び「特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定こ
ども・子育て支援施設の運営に関する基準」の一部を改正する内閣府令が公布されたことに伴い、家庭的保育事業者
等及び特定地域型保育事業者による連携施設の確保等に関する基準の緩和を行うため改正を行うもの。

31 工事請負契約の締結について ( 令和６年度中央公園 ( 第３工区外 ) 敷地造成工事 )
令和６年度中央公園第３工区外敷地造成工事につき、工事請負契約を締結するもの。

●委員会付託・審査結果
【７、12 ～ 15】・・・総務産業常任委員会 ( 可決 )　【８～ 11】・・・文教厚生常任委員会 ( 可決 )　【17 ～ 28】・・・予算特別委員会 ( 可決 )

第１回定例会　表決一覧
各議員が出した結論は
案
件
の
番
号

自由民主党 日本共産党 公明党 未来 多 市 新 審議結果
大
内　
裕
太

大
場　
和
晃

本
間　
　
圭

千
葉　
文
昭

佐
藤　
雅
博

鈴
木
新
津
男

米
澤
ま
き
子

峪　
　
道
子

伊
藤　
真
弓

中
田　
定
行

阿
部　
正
幸

齋
藤　
裕
子

根
本　
朝
栄

池
田　
　
純

板
橋　
惠
一

昌
浦　
泰
已

竹
谷　
英
昭

森　
長
一
郎

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※

意見なし同意
2・3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
5 ～ 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 退 ○ ○ × 原案可決
11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決

14 ～ 22 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
23 ～ 27 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
28 ～ 31 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
請願 1 × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ 不採択

表示の説明　賛成は「○」　反対は「×」　議場から退席は「退」　
※ 森　議長は公正中立の立場から表決に加わらず、無会派になります。
会派名　自由民主党＝自由民主党多賀城市議団　日本共産党＝日本共産党多賀城市議団
　　　　公明党＝公明党多賀城市議団　未来＝多賀城の未来を照らす会　多＝多賀城市民の会　市＝市民クラブ　新＝新世紀クラブ

多賀城市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例について
情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデ
ジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の一部が令和７年４月１日に施行されることにより、行政手続きにおけ
る特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部が改正されるため、当該法律を引用している条項につ
いて改正を行うもの。また、刑法等の一部を改正する法律により、刑の種類について「懲役」及び「禁錮」が廃止され、
これらに代えて「拘禁刑」が創設されることとなり、令和７年６月１日から施行される。 このことから、条例の規定中「懲
役」及び「禁錮」の文言を「拘禁刑」に改める改正を行うもの。

・議員が提出した議案・・・全会一致で可決しました。

 ◎請願

 ◎陳情

１　来年度 ( 令和７年度 ) の年金改定では物価の高騰に見合った年金額引き上げを求める請願
　　　　　 ( 令和６年第４回定例会からの継続審査 )
　　　　⇒文教厚生常任委員会で審査した結果 ( 不採択とすべきもの ) が報告されました。
　　　　　本会議での審議の結果、不採択となりました。
２　市内小中学校の特別支援教育支援員の配置人数削減の抑制について
　　　　⇒文教厚生常任委員会に付託され、閉会中の継続審査となりました。
●市民と共に「いじめ」「自殺」「児童虐待」「犯罪」等を減らす取り組みについての陳情
●�議会の審議において、どの議員が、どの議案に「賛成」「反対」「棄権」したかがわかるような図をつくり、自治体のホー

ムページで公開することに関する陳情
●新年度 ( 令７年度 ) の年金改定では物価の高騰に見合った年金額引き上げの実施を求める意見書退出を要請する陳情
●政党機関紙の庁舎内勧誘行為における庁舎管理規則の徹底を求める要望
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議
案
第
８
号　
多
賀
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
は
４
月
25

日
の
開
館
へ
向
け
、
着
々
と
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
年
４
月
以

降
は
南
門
周
辺
が
一
般
開
放
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
今
後
は
本
市
特
有
の
観
光

資
源
を
生
か
し
た
観
光
施
策
の
推
進
が

課
題
と
な
る
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含

め
た
観
光
振
興
の
戦
略
は
い
か
に
。

　
　
　
　
令
和
７
年
度
は
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
更
な
る
誘
致
に
向
け
て

宮
城
県
が
重
点
的
に
取
り
組
む
方
針
が

示
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
ガ
イ
ダ

ン
ス
施
設
に
お
け
る
お
も
て
な
し
に
加

え
、
観
光
基
盤
と
も
い
え
る
観
光
サ
イ

ン
整
備
を
は
じ
め
、
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
作
成
、
ｗ
ｉ
―
ｆ
ｉ
環
境
の
提
供
、

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
充
実
、

宮
城
オ
ル
レ
多
賀
城
コ
ー
ス
の
開
設
等
、

宮
城
県
と
も
し
っ
か
り
と
協
調
・
連
携

し
て
来
訪
者
の
増
加
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

議
案
第
17
号　
令
和
６
年
度
多
賀
城
市

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
中
央
公
園
に
民
間
事
業
者
が

建
設
す
る
飲
食
・
物
販
施
設
は
、

観
光
客
の
お
も
て
な
し
の
施
設
と
な
る

こ
と
か
ら
、
施
設
の
内
容
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
飲
食
・
物
販
施
設
に
つ
い
て

は
、「
憩
え
る
場
所
・
安
ら
げ

る
場
所
・
賑
わ
え
る
場
所
」
を
整
備
の

基
本
と
し
、
公
園
利
用
者
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
沿
道
利
用
者
や
多
賀
城
南
門
、

多
賀
城
碑
な
ど
を
訪
れ
る
観
光
客
の

方
々
も
十
分
に
意
識
し
た
取
り
組
み
を

展
開
す
る
こ
と
で
運
営
事
業
者
と
な
る

Ｔ
Ｊ
Ｐ
と
協
議
・
調
整
を
図
っ
て
お
り
、

飲
食
施
設
内
に
は
お
土
産
品
等
を
扱
う

物
販
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

問答

議
案
第
10
号　
多
賀
城
市
敬
老
金
等
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
敬
老
祝
い
金
を
大
幅
に
減
額

す
る
改
正
案
と
な
っ
て
い
る
が
、

高
齢
者
の
皆
様
に
対
す
る
政
策
を
削
減

す
る
場
合
は
、
バ
ス
の
敬
老
乗
車
証
を

発
行
す
る
な
ど
の
代
替
え
施
策
を
お
示

し
し
、
理
解
を
得
る
こ
と
が
大
変
重
要

で
あ
る
。
具
体
的
な
代
替
え
施
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
尊
重
さ
れ
、
健
康
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
さ
ら
に
今
後
充
実
さ
せ
て
い
く

取
り
組
み
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
高
齢

者
の
方
々
が
健
康
で
長
生
き
し
て
い
く

た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
方
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
経
験
や
能
力
を
生
か
し

て
活
躍
す
る
機
会
や
、
他
世
代
と
交
流

す
る
機
会
な
ど
を
創
出
し
て
い
く
。

問答

・
議
案
第
８
号
「
多
賀
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
条
例
に
つ
い
て
」

・�
議
案
第
10
号
「
多
賀
城
市
敬
老
金
等
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

・
議
案
第
17
号
「
令
和
６
年
度
多
賀
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
８
号)

」

根
本　
朝
栄  

議
員

委員会付託議案について、会派代表が総括的に質疑を行います。

総 括 質 擬
　
公
明
党
多
賀
城
市
議
団　
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自
由
民
主
党

公
明
党

千
葉　
文
昭

齋
藤　
裕
子

議
員

議
員

❶
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
踏
ま
え
た
避
難
所

環
境
の
整
備

❷
文
化
創
造
の
取
り
組
み

❶
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

❷
５
歳
児
健
診
の
導
入

❸
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
導
入

　
　
　
　
国
は
避
難
所
運
営
に
関
す
る

自
治
体
向
け
指
針
を
改
定
し
、

ス
フ
ィ
ア
基
準
（
被
災
者
支
援
の
国
際

基
準
）
を
反
映
さ
せ
た
数
値
目
標
を
示

し
た
が
、
市
で
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　
　
今
般
の
見
直
し
を
機
に
、
避

難
所
の
在
り
方
な
ど
を
見
直
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

今
回
、
国
が
示
し
た
基
準
を
満
た
す
こ

と
は
困
難
な
課
題
と
捉
え
て
い
る
が
、

引
き
続
き
、
課
題
解
決
に
向
け
て
努
め

て
い
く
。

　
　
　
　

市
は
、多
賀
城
創
建
１
３
０
０

年
を
文
化
観
光
元
年
と
位
置
付

け
て
、観
光
の
み
な
ら
ず
新
た
な
文
化

の
創
造
に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
が
、

❶
俳
句
の
取
り
組
み
は
今
後
ど
う
進
め

て
行
く
の
か
。❷
市
民
文
化
創
造
事
業

で
は
、ど
の
よ
う
な
市
民
文
化
を
創
造

す
る
の
か
。

　
　
　
　
❶
俳
句
を
活
用
し
た
子
ど
も

向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
「
壺

の
碑
」
全
国
俳
句
大
会
の
持
続
的
な
運

営
体
制
構
築
の
取
り
組
み
は
、
令
和
７

年
度
以
降
も
継
続
し
て
出
前
講
座
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
様
々
な
切
り

問1答1問2答2

　
　
　
　
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
の

取
り
組
み
の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
と
中
核
機
関
設
置
状
況

は
。

　
　
　
　
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
多
賀
城
市
成
年
後
見
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
を
設
置
し
、
関
係
機
関

が
相
互
に
連
携
し
、
意
見
交
換
、
情
報

共
有
、
協
議
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
権

利
擁
護
支
援
の
中
核
機
関
に
つ
い
て
は
、

本
市
で
は
高
齢
者
及
び
障
害
福
祉
を
担

当
す
る
介
護
・
障
害
福
祉
課
を
中
核
機

関
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　
　
　
　
幼
児
期
の
発
達
の
状
況
を
見

極
め
る
の
に
有
効
な
「
５
歳
児

健
診
」
は
、
重
要
と
考
え
る
。
導
入
の

考
え
は
。

　
　
　
　
本
市
の
５
歳
児
全
員
の
状
況

を
把
握
す
る
た
め
の
健
診
項
目

を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、
保
健
、
医

療
、
福
祉
、
教
育
の
各
分
野
間
の
連
携

体
制
を
ど
う
す
る
の
か
な
ど
、
先
進
地

域
の
実
施
状
況
を
調
整
し
つ
つ
、
本
市

に
適
し
た
実
施
方
法
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
く
。

問1答1問2答2

口
で
俳
句
に
親
し
む
機
会
を
提
供
し
て

い
く
も
の
で
、
併
せ
て
そ
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
全
国
俳
句
大
会
の
持
続
的
な
運

営
が
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。
❷
多
賀
城
創
建
１
３
０
０

年
を
契
機
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
多

賀
城
固
有
の
歴
史
文
化
資
源
に
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
文
化
芸
術
・
ア
ー
ト
を
掛

け
合
わ
せ
て
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
、日
々
の
自
主・

自
律
的
な
市
民
文
化
と
し
て
根
付
き
、

未
来
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
、
そ

の
担
い
手
と
な
る
若
者
を
育
む
取
り
組

み
を
進
め
て
行
く
。

　
　
　
　
親
の
就
労
を
問
わ
ず
、
生
後

６
カ
月
か
ら
満
３
歳
未
満
の
未

就
園
児
を
対
象
に
、
子
ど
も
同
士
の
触

れ
合
い
や
親
の
育
児
不
安
の
解
消
へ
の

効
果
も
期
待
さ
れ
る
、
仮
称
「
こ
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度
」
を
導
入
す
る
考
え

は
。

　
　
　
　
今
後
の
国
の
動
向
や
試
行
的

事
業
の
検
証
結
果
な
ど
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
事
業
実
施
に
向
け
た
課
題

を
整
理
し
た
上
で
提
供
体
制
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
、
令
和
８
年
度
か
ら

の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問3答3

▲高校生たちが参加した俳句の
ワークショップ

▲出典：「こども家庭庁　　
　５歳児健診ポータル」

そ
の
他
の
質
問

●�

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
妊
娠

期
か
ら
出
産
期
ま
で
の
支
援
体

制

7 たがじょう市議会だより 2025.5
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議
員

議
員

▲市営宮内住宅

▲�多賀城創建１３００年記念コ
ンサート「わたしの多賀城・
みらいの多賀城」から

阿
部　
正
幸

日
本
共
産
党

峪　
　
道
子

　
❶
更
な
る
物
価
高
騰
対
策

　
❷
市
内
の
公
共
交
通
対
策

　
　
　
　
❶
異
常
な
物
価
の
上
昇
に
苦

し
む
市
民
へ
の
生
活
支
援
と
し

て
、
全
世
帯
へ
５
，
０
０
０
円
の
商
品

券
を
発
行
さ
れ
た
い
。
❷
深
刻
な
公
共

料
金
の
値
上
が
り
に
対
し
、
市
が
で
き

る
事
業
と
し
て
水
道
料
金
の
引
き
下
げ

を
行
わ
れ
た
い
。

　
　
　
　
❶
商
品
券
発
行
の
実
施
予
定

は
な
い
。
❷
次
期
料
金
算
定
期

間
と
し
た
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
11
年

度
ま
で
に
お
い
て
、
経
常
費
用
に
大
き

な
変
動
は
な
く
、
ま
た
料
金
算
定
期
間

の
終
期
に
お
け
る
正
味
運
転
資
本
残
高

が
、
経
営
戦
略
の
推
計
値
と
大
幅
に
乖

離
し
な
い
こ
と
か
ら
、
水
道
料
金
の
改

定
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
の
で
、
理

解
さ
れ
た
い
。
な
お
、
物
価
高
騰
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
一
時
的
に
水
道
料
金

の
支
払
が
困
難
と
な
っ
た
方
に
対
し
て

は
、
徴
収
猶
予
の
相
談
な
ど
、
引
き
続

き
個
別
事
情
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
を

心
掛
け
て
い
く
。

問1答1

　
　
　
　
❶
公
共
交
通
を
使
い
づ
ら
い

地
域
の
足
の
確
保
と
し
て
、
タ

ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
の
導
入
を
提
案

す
る
。
❷
「
七
ヶ
浜
町
民
バ
ス
ぐ
る
り

ん
こ
」
の
路
線
を
市
内
東
部
地
域
へ
拡

充
で
き
る
よ
う
、
七
ヶ
浜
町
と
検
討
、

協
議
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
❶
現
時
点
に
お
い
て
、
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
の
導
入
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
な
い
。
❷
対
象
者
数
や

七
ヶ
浜
町
の
公
共
交
通
に
お
け
る
運
行

へ
の
影
響
、
期
待
さ
れ
る
利
用
率
や
費

用
負
担
な
ど
を
考
え
る
と
、
見
通
し
と

し
て
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問2答2

公
明
党

❶
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
地
域
移
行

❷
施
政
方
針
か
ら

　
・�

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記
念
事
業
が
実
を

結
ん
だ
成
果
と
今
後
の
取
り
組
み
は

　
・�

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
運
送
事
業
者
等
に
向

け
た
支
援
の
取
り
組
み
は

る
と
確
信
し
て
い
る
。
今
後
は
、
創
建

１
３
０
０
年
を
機
に
花
開
き
つ
つ
あ
る

多
賀
城
固
有
の
歴
史
文
化
資
源
に
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
化
芸
術
・
ア
ー
ト
を

掛
け
合
わ
せ
て
新
た
な
価
値
を
創
出
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
し
て
い
く
と
と

も
に
、
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記
念

事
業
を
通
じ
て
繋
が
っ
た
多
く
の
方
々

と
の
関
係
を
深
め
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

取
組
が
日
々
の
自
主
・
自
律
的
な
市
民

文
化
と
し
て
根
付
き
、
未
来
に
確
か
に

受
け
つ
が
れ
て
い
く
よ
う
、
そ
の
担
い

手
と
な
る
若
者
を
育
む
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。
❷
燃
料
費
の
価
格
高
騰
が

著
し
い
中
、
市
民
の
日
常
生
活
に
必
要

不
可
欠
な
市
内
物
流
機
能
を
維
持
す
る

た
め
に
、
燃
料
価
格
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
市
内
中
小
運
送
事
業
者
な
ど

に
対
し
、
支
援
を
実
施
す
る
。

　
　
　
　
文
部
科
学
省
で
は
、
令
和
５

年
度
か
ら
３
年
間
「
改
革
推
進

期
間
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
吹
奏
楽

部
に
お
け
る
、
今
後
の
地
域
移
行
に
向

け
て
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
多
賀
城
市
で
は
、
今
年
度
か

ら
学
識
経
験
者
な
ど
10
名
を
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
多
賀
城
市
部
活
動
地

域
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討
協
議
会
を

設
置
し
、
将
来
的
な
部
活
動
の
地
域
展

開
に
向
け
基
本
方
針
や
方
向
性
な
ど
に

つ
い
て
本
格
的
な
検
討
を
開
始
し
た
。

吹
奏
楽
部
に
つ
い
て
は
「
活
動
場
所
の

確
保
」や「
楽
器
の
管
理
」な
ど
の
様
々

な
課
題
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
先
進
地

の
事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
市
の
実

情
に
合
わ
せ
た
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
❶
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年

記
念
事
業
が
実
を
結
ん
だ
成
果

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。
❷
物
価
高
騰

対
策
と
し
て
、
運
送
事
業
者
な
ど
に
向

け
た
支
援
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
❶
多
く
の
方
々
に
多
賀
城
の

文
化
観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、

可
能
性
を
実
感
し
て
い
た
だ
い
た
と
感

じ
て
お
り
、
こ
れ
が
大
き
な
成
果
で
あ

問1答1問2答2

定例会　一般質問
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議
員

議
員

▲�宮城県庁内に設
置されているセ
ルフレジ

❶
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
推
進
の
取
り
組

み
は

❷
公
立
高
校
入
試
追
試
験
制
度
の
対
応

は
❸
下
水
道
管
点
検
状
況
は

❶
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
都
市
」
に
ふ

さ
わ
し
い
取
り
組
み
を

❷
市
が
提
供
し
て
い
る
自
衛
隊
へ
の
名

簿
に
関
す
る
除
外
申
請

❸
教
員
の
長
時
間
労
働
是
正
を

　
　
　
　
❶
手
数
料
の
納
付
に
宮
城
県

な
ど
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

の
導
入
が
始
ま
っ
て
い
る
が
本

市
で
の
検
討
状
況
は
。
❷
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
の
現

状
と
今
後
の
展
望
は
。

　
　
　
　
❶
市
民
の
利
便
性
向
上
や
業

務
の
効
率
化
に
繋
が
る
か
、
費

用
対
効
果
を
含
め
て
検
討
し
て

い
く
。
❷
市
税
や
介
護
保
険
料
、
保
育

料
な
ど
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
９
月
か

ら
簡
単
で
便
利
な
納
付
手
段
と
し
て
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
決
済
を
導
入
し
て

お
り
、
市
税
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
４

月
か
ら
地
方
税
統
一Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

込
ま
せ
る
こ
と
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に

よ
る
納
付
な
ど
も
利
用
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
た
納
付

に
つ
い
て
は
、
今
後
介
護
保
険
料
や
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
の
、
地
方
税

以
外
の
公
金
に
つ
い
て
も
利
用
可
能
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
の
で
、
本
市
に
お
い
て

も
利
用
の
拡
大
に
向
け
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
❶
教
員
へ
の
周
知
は
さ
れ
て

い
る
か
。
❷
保
護
者
生
徒
へ
説

明
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
か
。

　
　
　
　
❶
各
学
校
の
進
路
指
導
主
事

等
が
、
職
員
会
議
等
の
場
に
お

い
て
周
知
し
て
い
る
。
❷
学
校

問1答1問2答2

に
よ
っ
て
時
期
は
異
な
る
が
、
保
護
者
、

中
学
３
年
生
を
対
象
に
進
路
説
明
会
を

実
施
し
、
そ
の
際
に
、
追
試
験
に
つ
い

て
の
説
明
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
❶
本
市
の
老
朽
管
対
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
❷
本
市
の
汚

水
管
総
延
長
は
。
❸
腐
食
の
恐

れ
の
あ
る
箇
所
と
は
。
逆
に
腐
食
の
恐
れ

が
な
い
箇
所
は
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
。

　
　
　
　
❶
汚
水
管
の
管
口
点
検
及
び

カ
メ
ラ
調
査
を
実
施
し
、
異
常

箇
所
に
つ
い
て
改
築
と
修
繕
を

行
っ
て
い
る
。
❷
総
延
長
は
、
約

２
２
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
❸
腐
食
の
原

因
は
、
汚
水
管
路
内
で
有
機
物
が
分
解

さ
れ
、
硫
化
水
素
が
発
生
し
、
そ
れ
が

空
気
と
触
れ
る
こ
と
で
、
硫
酸
に
変
化

し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
金
属
が
腐
食
す

る
。本
市
の
管
は
、口
径
20
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
及
び
25
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
が
、
全

体
の
85
％
の
割
合
を
占
め
て
お
り
、
そ

の
大
半
が
硬
質
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
製
で
、

腐
食
の
お
そ
れ
が
小
さ
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

問3答3

大
場　
和
晃

自
由
民
主
党

伊
藤　
真
弓

日
本
共
産
党

　
　
　
　
昨
年
の
日
本
被
団
協
の
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
、
そ
し
て
今

年
は
被
爆
80
年
に
な
る
。
本
市
は
「
非

核
平
和
都
市
宣
言
都
市
」
で
あ
る
。
多

賀
城
市
立
図
書
館
を
会
場
に
日
本
被
団

協
の
活
動
と
核
兵
器
の
被
害
の
展
示
を

行
う
企
画
展
を
開
催
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
現
時
点
で
図
書
館
で
の
企
画

展
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
が
、
大
切
な
の
は
恒
久
平
和

の
理
念
を
未
来
に
向
け
て
絶
え
ず
継
承

し
て
い
く
こ
と
な
の
で
、
現
在
実
施
し

て
い
る
取
り
組
み
も
含
め
て
、
引
き
続

き
恒
久
平
和
の
理
念
を
発
信
し
続
け
て

い
く
。

　
　
　
　
市
が
自
衛
隊
に
提
供
し
て
い

る
名
簿
（
住
所
と
氏
名
）
に
つ

い
て
は
除
外
申
請
制
度
が
あ
る
。
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
で
本
人
に
提
供
の

意
思
を
確
認
す
べ
き
と
思
う
が
い
か
が

か
。

　
　
　
　
名
簿
提
供
除
外
申
請
に
つ
い

て
は
、
他
市
区
町
村
の
取
組
状

況
や
事
例
を
参
考
に
申
請
方
法
や
期
間

等
を
検
討
し
、
令
和
５
年
度
か
ら
名
簿

提
供
除
外
申
請
の
受
付
を
開
始
し
て
い

問1答1問2答2

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
を
希
望
し
な
い

方
に
配
慮
し
、
事
務
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
　
教
員
の
長
時
間
労
働
が
是
正

さ
れ
ず
、
教
員
の
精
神
疾
患
に

よ
る
病
休
者
退
職
者
が
増
加
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
学
ぶ
権
利
を
保
障
し
、
教
員

の
長
時
間
労
働
や
教
員
不
足
の
解
消
に

向
け
市
長
と
し
て
国
に
要
請
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
も
他
の
市
長
、
知

事
等
と
共
同
歩
調
を
と
っ
て
、

教
員
の
処
遇
改
善
の
要
望
を
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
引
き
続
き

要
望
を
続
け
て
い
く
。

問3答3

▲市役所１階ロビー「多賀城市非核平和
都市宣言」「平和市長会議加盟認定証」

定例会　一般質問第1回
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▲都市計画道路「多賀城跡仙台港線予定箇所」（城南一丁目）

い
っ
た
事
前
調
整
に
多
く
の
時
間
を
要

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
完
成
時
期
に
つ
い
て
申
し
上

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
❷
現
下
の
行

政
を
取
り
巻
く
環
境
が
、
様
々
な
側
面

で
激
し
く
変
化
し
続
け
て
い
る
こ
と
に

鑑
み
れ
ば
、
既
存
の
一
部
事
務
組
合
の

在
り
方
は
も
と
よ
り
、
共
同
し
て
行
う

事
務
に
つ
い
て
も
必
要
に
応
じ
て
見
直

し
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

多
賀
城
政
庁
復
元
に
向
け
て

▲政庁復元模型

　
　
　
　
❶
多
賀
城
跡
仙
台
港
線
に
つ

い
て
は
、
城
南
区
画
整
理
事
業

が
実
施
さ
れ
る
に
当
た
り
、
平
成
15
年

に
延
長
５
５
９
メ
ー
ト
ル
が
完
成
し
た
。

そ
の
後
平
成
20
年
、
令
和
２
年
度
に
復

興
交
付
金
を
活
用
し
、
延
長
９
７
７

メ
ー
ト
ル
が
完
成
し
た
。
未
整
備
箇
所

は
東
北
歴
史
博
物
館
前
か
ら
玉
川
岩
切

線
ま
で
の
６
５
０
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
路
線
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

は
城
南
地
域
交
通
渋
滞
の
解
消
、
観
光

客
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
現
段
階

で
の
具
体
的
事
業
計
画
に
つ
い
て
。
❷

人
口
減
少
社
会
に
対
応
の
施
策
と
し
て
、

持
続
可
能
な
行
財
政
の
運
営
を
行
う
た

め
、
広
域
行
政
事
務
組
合
の
設
立
を
図

る
こ
と
は
。

　
　
　
　
❶
多
賀
城
跡
仙
台
港
線
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
ま
だ

県
の
計
画
に
お
い
て
事
業
箇
所
と
位
置

付
け
ら
れ
る
見
込
み
と
な
っ
た
と
い
う

段
階
で
あ
る
と
と
も
に
、
東
北
本
線
横

断
等
に
関
す
る
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
や
、
特

別
史
跡
で
あ
る
館
前
遺
跡
に
近
接
し
て

い
る
こ
と
に
伴
う
文
化
庁
と
の
協
議
と

問答

佐
藤　
雅
博

施
政
方
針
か
ら

　
・
都
市
計
画
道
路　
多
賀
城
跡
仙
台
港
線

　
・
人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た
施
策

竹
谷　
英
昭

新
世
紀
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
❶
他
の
地
域
で
は
ま
ね
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
宝
に
、

１
３
０
０
年
の
時
を
経
て
脚
光
を
浴
び

る
入
口
が
開
か
れ
た
。
南
門
と
築
地
塀
、

７
６
２
年
建
立
の
多
賀
城
碑
、
華
や
か

さ
を
兼
ね
備
え
た
第
２
期
の
政
庁
復
元

が
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
が
。

❷
政
庁
復
元
に
向
け
て
は
、
諸
課
題
解

決
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
史
跡
内

で
残
さ
れ
て
い
る
整
備
や
、
道
路
網
の

整
備
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
道
路
網

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。
❸
文
化
・
観
光

２
年
目
、
新
た
な
多
賀
城
の
文
化
創
造

や
史
跡
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
が
加
速
さ

れ
る
こ
と
で
、
更
な
る
飛
躍
、
そ
し
て

日
本
一
住
み
や
す
い
ま
ち
に
つ
な
が
る

と
思
う
。
政
庁
復
元
に
関
し
、
将
来
の

あ
る
べ
き
姿
を
ど
の
よ
う
に
想
像
し
て

い
る
か
。

　
　
　
　
❶
現
時
点
で
は
、
県
が
新
年

度
に
復
元
検
討
費
用
の
予
算
を

計
上
し
た
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
県
と

足
並
み
を
そ
ろ
え
て
、
政
庁
地
区
の
整

備
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で

い
く
。
❷
多
賀
城
跡
仙
台
港
線
の
整
備

は
、
現
時
点
で
は
ま
だ
詳
細
の
協
議
・

調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
ス

問答

ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
整
備
内
容
、
市
と
県
の

役
割
分
担
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
せ

る
事
項
は
な
い
が
、
法
手
続
や
、
解
決

す
べ
き
課
題
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か

ら
、
県
や
関
係
機
関
と
の
協
議
を
密
に

し
な
が
ら
、
着
実
に
進
め
て
い
く
。
❸

市
民
一
人
一
人
が
多
賀
城
の
歴
史
に
誇

り
を
も
ち
、
こ
の
ま
ち
で
何
が
で
き
る

の
か
を
考
え
、
こ
の
多
賀
城
で
暮
ら
し

続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
人
た
ち
が
あ

ふ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
第
六
次

総
合
計
画
に
お
い
て
掲
げ
た
将
来
都
市

像
「
日
々
の
よ
ろ
こ
び
ふ
く
ら
む
ま
ち　

史
都　
多
賀
城
」
の
実
現
に
つ
な
が
っ

て
い
る
未
来
を
想
像
し
て
い
る
。

自
由
民
主
党

定例会　一般質問
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▲�山形県東根市の屋内遊戯施
設「さくらんぼタントクル
センターけやきホール」

東
北
学
院
大
学

　
多
賀
城
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地

❶
改
正
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
よ
る
「
短

期
保
険
者
証
」
廃
止
へ
の
対
応

❷
水
害
対
策

　
　
　
　
体
育
館
と
プ
ー
ル
を
移
転
合

築
す
る
予
定
の
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ

ル
ネ
ス
施
設
の
設
備
や
機
能
に
つ
い
て
、

今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
、
学
校
関
係

者
、
施
設
利
用
者
等
の
市
民
の
意
見
を

ど
の
よ
う
な
形
で
聞
き
、
計
画
に
反
映

す
る
の
か
。

　
　
　
　
当
該
施
設
の
基
本
構
想
が
あ

る
程
度
ま
と
ま
り
次
第
、
市
民

の
方
々
な
ど
と
の
対
話
を
深
め
て
い
く
。

　
　
　
　
令
和
６
年
６
月
に
市
が
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
小
学
生
児

童
保
護
者
か
ら
最
も
評
価
が
低
か
っ
た

多
賀
城
市
の
子
育
て
に
関
す
る
取
り
組

み
が
「
子
ど
も
の
遊
び
場
・
居
場
所
の

確
保
・
充
実
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
踏
ま

え
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
施
設
に
子

ど
も
が
元
気
に
遊
べ
る
大
規
模
屋
内
遊

戯
施
設
の
機
能
が
必
要
で
は
。

　
　
　
　
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ

ス
施
設
の
整
備
を
検
討
し
て
い

く
が
、
大
規
模
と
は
な
ら
な
い
ま
で
も

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
遊
べ
る
居
場
所

づ
く
り
の
検
討
も
し
て
い
き
た
い
と
考

問1答1問2答2

え
て
い
る
。

　
　
　
　
跡
地
全
体
の
再
開
発
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
市
と
事
業
者
の

共
催
に
よ
り
市
民
に
説
明
す
る
機
会
を

持
つ
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
当
該
開
発
の
主
催
者
で
あ
る

民
間
事
業
者
に
対
し
、
地
域
住

民
の
皆
様
へ
の
説
明
の
機
会
を
設
け
る

こ
と
に
つ
い
て
、
意
を
配
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
。
な
お
、

共
催
で
の
開
催
予
定
は
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。

問3答3

池
田　
純

多
賀
城
の
未
来
を
照
ら
す
会

　
　
　
　
❶
滞
納
者
が
い
き
な
り
10
割

負
担
に
な
る
か
。
❷
高
校
生
以

下
の
子
ど
も
な
ど
に
、「
短
期

証
」
を
出
す
な
ど
の
救
済
措
置
は
ど
う

な
る
の
か
。
❸
窓
口
10
割
負
担
を
発
動

す
る
前
に
や
る
べ
き
こ
と
は
何
か
。
考

慮
す
べ
き
「
特
別
な
事
情
」
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。
❹
従
来
の
保
険
証
と
マ
イ

ナ
保
険
証
と
の
併
用
を
国
に
働
き
か
け

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
❶
納
付
勧
奨
、
相
談
機
会
の

確
保
を
行
い
、
特
別
の
事
情
の

有
無
を
確
認
す
る
の
で
、
滞
納

者
が
唐
突
に
「
10
割
負
担
」
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
❷
国
や
県

の
基
準
に
基
づ
き
特
別
療
養
費
の
対
象

と
し
な
い
取
扱
い
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

従
来
と
変
更
は
な
い
。
❸
特
別
療
養
費

の
対
象
と
す
る
前
に
は
、
納
付
勧
奨
、

相
談
機
会
の
確
保
を
行
い
、
特
別
の
事

情
の
有
無
の
把
握
を
行
っ
た
上
で
、
事

前
に
特
別
療
養
費
の
支
給
の
対
象
と
な

る
旨
を
通
知
す
る
こ
と
に
な
る
。
特
別

の
事
情
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど

お
り
、
機
械
的
な
運
用
を
行
う
こ
と
な

く
、
滞
納
者
の
個
別
の
事
情
を
考
慮
し

た
上
で
、
適
切
に
対
応
し

て
い
く
。
❹
紙
の
保
険
証

の
廃
止
は
法
令
で
定
め
ら

れ
た
こ
と
で
あ
り
、
本
市

と
し
て
は
、
国
の
法
令
に

則
り
、
適
切
に
運
用
し
て

問1答1

い
く
。

　
　
　
　
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
水

害
対
策
に
ど
う
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
。
❶
原
谷
地
川
と
内
水

氾
濫
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え

て
い
る
か
。
原
谷
地
川
の
河
川
改
修
の

見
通
し
は
。
❷
西
部
地
域
の
内
水
氾
濫

と
、
圃
場
整
備
で
整
備
さ
れ
た
排
水
路
、

雨
水
幹
線
整
備
の
関
係
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
❶
現
在
、
本
年
３
月
末
ま
で

の
予
定
で
原
谷
地
川
に
関
す
る

調
査
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
令

和
７
年
度
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
基
に

関
係
自
治
体
と
の
協
議
を
進
め
、
原
谷

地
川
の
現
状
、
課
題
、
必
要
な
対
策
及

び
そ
の
役
割
分
担
な
ど
に
つ
い
て
整
理

し
、
整
備
に
係
る
基
本
的
な
方
針
を
定

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
❷
安
楽

寺
雨
水
幹
線
や
山
王
雨
水
幹
線
な
ど
、

未
整
備
と
な
っ
て
い
る
雨
水
幹
線
に
つ

い
て
は
、
宮
城
県
を
中
心
に
、
仙
台
市

と
利
府
町
、
そ
し
て
本
市
で
構
成
さ
れ

る
、
砂
押
川
中
流
部
流
域
治
水
部
会
に

よ
る
治
水
対
策
の
取
組
状
況
も
鑑
み
、

浸
水
解
析
結
果
や
、
他
事
業
と
の
調
整

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
総
合
的
な
判
断
に

よ
り
今
後
の
整
備
を
検
討
し
て
い
く
体

制
を
ど
う
す
る
の
か
な
ど
、
先
進
地
域

の
実
施
状
況
を
調
整
し
つ
つ
、
本
市
に

適
し
た
実
施
方
法
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
く
。

問2答2

中
田　
定
行

日
本
共
産
党

そ
の
他
の
質
問

●
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
備
蓄
と
活
用

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

定例会　一般質問第1回



▲ダウンジャケット

❶
災
害
関
連
死
と
ト
イ
レ
の
関
係

❷
羽
毛
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
❶
避
難
所
の
ト
イ
レ
の
数
や

配
置
に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況

は
。
❷
避
難
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
は
。
❸
市

と
し
て
災
害
関
連
死
を
防
ぐ
た
め
に
、

避
難
所
の
ト
イ
レ
環
境
の
整
備
に
関
す

る
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

そ
の
効
果
は
。

　
　
　
　
❶
❷
❸
災
害
発
生
時
に
は
、

既
存
の
ト
イ
レ
の
ほ
か
、
簡
易

ト
イ
レ
や
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置

す
る
な
ど
の
対
応
と
な
る
が
、
既
存
の

ト
イ
レ
が
使
用
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ

て
も
、
携
帯
ト
イ
レ
の
使
用
場
所
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
多
目
的
ト
イ

レ
も
整
備
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
へ
の
対
応
も
一
定
程
度
可
能

と
考
え
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
、
そ

の
後
全
国
で
発
生
し
て
い
る
大
規
模
な

災
害
に
お
い
て
も
、
避
難
所
に
お
け
る

ト
イ
レ
の
衛
生
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、

課
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
、

様
々
な
取
り
組
み
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
　
❶
羽
毛
製
品
の
焼
却
が
環
境

に
与
え
る
影
響
を
、
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
❷
羽

毛
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
む
こ
と
で
、
ど

の
よ
う
な
環
境
保
護
効
果
が
期
待
で
き

る
と
考
え
て
い
る
か
。
❸
市
は
、
羽
毛

問1答1問2

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む
考
え
は
あ

る
か
。

　
　
　
　
❶
羽
毛
製
品
の
多
く
が
焼
却

処
分
さ
れ
て
お
り
、
焼
却
に
よ

り
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
私
た
ち
の
生
活
や
自
然
の

生
態
系
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
る

要
因
の
１
つ
と
な
っ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
❷
羽
毛
製
品
廃
棄
時
の
焼
却

量
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
二
酸
化
炭
素

の
発
生
を
抑
制
で
き
る
ほ
か
、
水
鳥
の

生
態
系
を
維
持
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。
❸
衣
料
品
店
や
羽

毛
専
業
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
回
収
が
進
ん

で
き
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
の

で
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
組
が
市

民
の
行
動
変
容
を
促
す
た
め
に
効
果
的

か
、
他
自
治
体
や
民
間
事
業
者
等
の
取

組
事
例
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
研
究
し

て
く
。

答2

市
民
ク
ラ
ブ

昌
浦　
泰
已
議
員
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定 例 会  一 般 質 問第1回

令和７年第２回定例会開催のお知らせ
次回の定例会は、
６月9日から開催の予定です。
●正式な日程は、決まり次第、広報多賀城・市ホームページでお
知らせします。
●定例会本会議、予算・決算特別委員会、常任委員会 ( 定例会会
期中の開催 )は、You Tube でもご覧いただけます。
●市議会会議録は、市ホームページでもご覧いただけます。

※傍聴においでの際は、西庁舎３階
の議会事務局で受け付けをお願い
いたします。

スマートフォンで
議会中継をご覧に
なりたい方のアク
セスはこちらから

傍聴する際の注意事項
【傍聴する際の注意事項】
　会議の進行や公平な審議を妨げる原因となります
ので、傍聴席では特に次のことを守ってください。
◆傍聴席で飲食、喫煙などはしないでください。
◆会議での発言に対し、拍手などをしないでください。
◆はちまき、腕章、たすきなどをしないでください。
◆大きな声で笑ったり、さわいだりしないでください。
◆携帯電話などは、あらかじめマナーモードにするか
　電源を切り、通話などはしないでください。
◆議長の許可なく、写真撮影や録音をしないでください。　

市議会に
おける 活動状況のお知らせ

（令和７年 1 月～３月）

● １月● １月

● 3 月● 3 月

・　９日　広報特別委員会
・１４日　全員協議会
・２０日　二市三町議長団連絡協議会研修会
・２１日　全員協議会
・２１日　議会運営委員会
・２８日　文教厚生常任委員会
・２９日　議会運営委員会
・２９日　広報特別委員会

 
・　３日～３月５日　第１回市議会定例会　
・　６日　議会運営委員会
・　６日　広報特別委員会
・２０日　広報特別委員会

・　４日　広報特別委員会
・１１日　広報特別委員会
・１７日　全員協議会
・２１日　議会運営委員会
・２５日　広報特別委員会

● 2 月● 2 月
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議 論
ピックアップ 議案第 13号

工事請負契約の締結について
( 令和６年度多賀城市庁舎耐震対策等事業エ
ントランス棟増築 ( 建築 ) 工事 )

　令和８年６月ごろ供用開始予定のエントランス棟の入札結果が示され、
工事請負契約の締結について、総務産業常任委員会で審議されました。

令和８年３月ごろ
　　　・・・完成

同年６月ごろ
　・・・供用開始

【今後の予定】

　エントランス棟は、津波浸水対策を講じ、老朽化した母子健康センターを複合化します。また、本市の
玄関口として、市民が利用しやすい誇りと愛情が持てる庁舎を目指し、交流拠点機能も併せ持ちます。
　３階　津波浸水対策として、西庁舎１階にある非常用発電機を移設
　２階　�すべての妊産婦や子育て世代および子どもへの一体的な相談支援を行う「こども家庭センター」

を整備
　１階　多目的に使用できる交流拠点としてホールを整備

問１　�入札業者同士の入札価格に、か
なりの差があるが、その理由は。　　

問２　落札業者の近隣での工事実績は。
問３　物価スライド条項の適用は。
問４　�予定価格よりかなり低い価格で

落札している。物価高騰や労務
費が上昇しているが、大丈夫な
のか。

答１　�事業者が入札を行った結果であり、その差が生
じた理由については把握していない。

答２　�ポリテクセンター宮城や大和町立吉岡小学校、
陸前高田市庁舎、その他多数ある。

答３　�予期できない特別な事情による急激な工事材料
の上昇や社会情勢の変化を除き、今回の工事で
は当たらないと見込んでいる。

答４　�低入札価格調査の中で、十二分に確認している。

質問の概要 回答の概要

反対討論の概要 新世紀クラブ　竹谷英昭 議員

●調査基準額より１億 3,150 万円低い入札額である。
●�低入札価格調査を公表し、協力会社から通常より有利な価格で資材等の調達ができ、コスト削減が可能な

理由にしているが、今日の物価高騰や人件費上昇を考えると理解できない。価格に無理があるため反対。



　
　
　
今
回
の
改
正
に
よ
り
令
和
７

年
度
予
算
は
、
ど
の
く
ら
い

減
少
す
る
の
か
。

約
６
５
０
万
円
の
減
と
な

る
。

　
　
　
令
和
５
年
度
の
支
給
実
績
に

つ
い
て
。

77
歳
の
方
４
６
８
人
、
88
歳

の
方
２
６
１
人
、
99
歳
で

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
８
人
、

１
０
０
歳
の
方
17
人
（
内
訳
、
20
万

円
支
給
10
人
、
10
万
円
支
給
３
人
、

3
万
円
支
給
４
人
）
に
敬
老
金
等
を

支
給
し
た
。

　
　
　
特
別
敬
老
祝
金
の
支
給
金
額

の
推
移
に
つ
い
て
。

平
成
３
年
度
に
１
０
０
歳
に

な
ら
れ
た
方
が
市
内
で
は
じ

め
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
を
契
機
に

最
高
１
０
０
万
円
の
支
給
と
し
て
始

ま
っ
た
が
、
平
成
15
年
度
に
最
高

50
万
円
、
平
成
19
年
度
に
最
高
20
万

円
に
減
額
と
な
っ
た
。

　
　
　
今
後
の
88
歳
の
方
と
１
０
０

歳
の
方
の
推
計
人
数
の
推
移

は
ど
う
か
。

88
歳
の
方
は
令
和
７
年
度
の

３
１
８
人
で
令
和
17
年
度
の

４
３
７
人
が
最
大
人
数
に
な
る
と
推

計
し
て
い
る
。
１
０
０
歳
の
方
は
令

和
７
年
度
に
17
人
で
将
来
の
推
計
人

質答質答質答質答

数
は
出
し
て
い
な
い
が
人
数
は
増
え

て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
昨
年
12
月
に
実
施
し
た
市
民

へ
の
L
I
N
E
ア
ン
ケ
ー

ト
の
目
的
と
結
果
は
。

敬
老
事
業
を
市
民
の
方
に
認

知
し
て
も
ら
い
敬
老
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

併
せ
て
、
敬
老
事
業
へ
の
市
民
の
意

識
や
感
じ
方
を
探
っ
た
も
の
で
あ

り
、
見
直
し
に
つ
い
て
市
民
の
合
意

を
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
結
果

と
し
て
、
各
年
代
の
方
か
ら
一
定
数

の
回
答
を
い
た
だ
け
た
ほ
か
、
見
直

し
の
内
容
に
つ
い
て
一
つ
の
選
択
肢

に
圧
倒
的
な
偏
り
は
な
く
、
見
直
し

が
必
要
だ
と
考
え
る
方
も
一
定
数
い

た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　
　
　
77
歳
と
88
歳
を
対
象
と
し
て

い
た
敬
老
金
の
改
正
（
77
歳

は
廃
止
、
88
歳
は
減
額
）
の
考
え
方

は
。

今
回
の
見
直
し
は
、
平
均
寿

命
の
延
伸
や
人
口
構
成
の
変

化
か
ら
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
事
業
全
体
を
見
直
し

た
も
の
。
金
額
に
つ
い
て
は
基
準
が

な
い
中
で
、
直
近
で
見
直
し
を
し
た

近
隣
の
塩
竈
市
を
参
考
に
し
て
金
額

を
設
定
し
た
。

質答質答

反対討論の概要 賛成討論の概要
日本共産党多賀城市議団  伊藤真弓 議員 自由民主党多賀城市議団　鈴木新津男 議員

●�他の市町村が見直ししているから本市も見直すという
のは市の主体性がない。いろいろな角度からの議論や検
証など時間をかけた手続きが必要である。

●�町内会や高齢者等の市民の声を十分に聞いていない。
●�廃止や縮小分の代替案を具体的に示していない。

●�団塊の世代が７５歳以上となる中、社会状況の変化に合
わせた必要な見直しである。

●�高齢者の健康増進のために、様々な面から事業を検討し
ていくとの方向性が示された。

●�本来の目的である、敬老意識の高揚が図られていくこと
を期待。
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議 論
ピックアップ 議案第 10号

多賀城市敬老金等支給条例の
一部を改正する条例について

　昭和４１年から実施している敬老金等の支給について、高齢化の進展に伴う平均寿命の延伸及び
対象者の増加の状況を踏まえ、令和７年４月１日から敬老金等の支給内容及び支給額を表のとおり
見直す条例案について、文教厚生常任委員会で審議されました。

種　別 対象
年齢

支給内容等
改正後 改正前

敬老金
７７歳 廃　止 ５，０００円
８８歳 ５，０００円 (市内居住期間１年以上 ) １０，０００円

特別敬老祝金 １００歳 ５０，０００円 (市内居住期間５年以上 )

２００，０００円
（市内居住期間：２０年以上）
１００，０００円

（市内居住期間：５年以上２０年未満）
３０，０００円

（市内居住期間：５年未満）
弔慰金 ９９歳死亡 廃　止 ２０，０００円



授
業
へ
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
、

使
用
頻
度
が
増
し
た
こ
と
に
伴

い
、破
損
が
増
加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

丁
寧
に
利
用
い
た
だ
く
よ
う
、
授
業
を
通

じ
て
伝
え
て
い
く
。

　　
　
　
特
定
保
健
指
導
業
務
委
託
料
２
０

０
万
９
，
０
０
０
円
の
増
額
要
因

は
。

特
定
保
健
指
導
に
当
た
っ
て
は
、

集
団
健
診
の
際
に
そ
の
健
診
の
状

況
か
ら
そ
の
場
で
初
回
の
保
健
指
導
を
実

施
し
て
い
る
。
令
和
５
年
度
は
、
健
診
日

数
18
日
間
中
で
６
日
間
実
施
し
た
が
、
６

年
度
は
13
日
間
に
増
や
し
た
。
ま
た
、
集

団
健
診
分
の
実
施
人
数
は
、
令
和
５
年
度

は
１
８
６
名
で
、
６
年
度
は
３
７
４
名
と

多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
増
額
補
正
と
な
っ

た
。
７
年
度
は
、
集
団
健
診
日
程
18
日
間

の
全
日
程
で
の
実
施
分
の
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。

特
定
保
健
指
導

質答

議論の 足 跡
あし あと

あんなこと
こんなこと

　
　
　
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
場
所
は
。

災
害
公
営
住
宅
の
４
カ
所(

鶴
ケ

谷
・
宮
内
・
新
田
・
桜
木)

、
そ

の
ほ
か
学
校
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
。

　
　
　
太
陽
光
発
電
設
備
の
更
新
に
つ
い

て
は
、
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

全
体
維
持
管
理
計
画
を
令
和
４
年

度
に
策
定
し
、
長
寿
命
化
に
向
け

計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

　
　
　
計
上
済
額
80
万
円
に
対
し
て
、
収

入
見
込
額
が
１
４
８
万
６
，
０
０

太
陽
光
発
電
設
備
整
備

●
予
算
特
別
委
員
会

　
（
令
和
６
年
度
補
正
予
算
）

質答質答多
賀
城
駅
南
立
体
駐
車
場
の

�

定 

期 

利 

用

質

０
円
と
増
額
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
業

が
好
調
だ
と
い
う
見
方
で
い
い
か
。

当
初
予
算
で
は
10
台
分
と
い
う
見

込
み
で
計
上
し
て
い
た
。
今
回
の

補
正
時
点
で
22
台
分
を
計
上
し
て
い
る
が
、

現
在
は
上
限
の
25
台
を
借
り
て
い
た
だ
い

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
来
年
度
予
算
に
は
、
ど
の
よ
う
に

計
上
し
て
い
る
の
か
。

現
状
は
25
台
が
上
限
な
の
で
、
25

台
分
で
計
上
し
て
い
る
。　

　
　
　
小
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
修

繕
料
で
、
合
わ
せ
て
９
４
８
万
５
，

０
０
０
円
の
増
額
補
正
だ
が
、
内
容
は
。

小
中
学
生
が
使
用
し
て
い
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
約
２
０
０
台
分
の
修

繕
料
で
あ
る
。

　
　
　
修
繕
料
増
の
原
因
と
対
策
は
。

答質答小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
事
業

質答質

答

質 答…質問 …回答

　市議会では、市長の提出案件が市民の生活へどのように寄与するのか、
一つ一つ質疑を通して審議を深め、採決に臨みます。
　第１回定例会では、予算特別委員会において、市当局との間で主に次
のような質疑応答が行われました。

▲市営桜木住宅屋上

▲多賀城駅南立体駐車場

▲破損したタブレット端末の状況
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市
内
公
立
中
学
生
を
中
心
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
あ
る
が
、
調

査
対
象
を
小
学
校
高
学
年
ぐ
ら
い
ま
で
拡

大
す
る
考
え
は
。

令
和
７
年
度
は
、
高
校
進
学
等
、

人
生
の
大
き
な
分
岐
点
を
迎
え
る

中
学
生
を
対
象
に
調
査
を
実
施
す
る
。
小

学
生
等
へ
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
実
態
調
査
の
具
体
的
な
実
施
方
法

や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
周
知
に
つ
い
て

は
。

中
学
生
を
対
象
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
、
記
名
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
。
本
人
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
と
い
う
自
覚
が
な
い
場
合
も
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
気
づ
き
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
と
す
る
予
定
で
あ

る
。
調
査
実
施
の
際
に
は
保
護
者
へ
の
周
知

も
合
わ
せ
て
行
い
、
本
人
や
保
護
者
の
意
向

を
く
み
取
り
、
適
切
な
支
援
に
結
び
つ
け
て

い
く
。

　
　
　
学
校
に
来
ら
れ
て
い
な
い
不
登
校

の
生
徒
に
関
し
て
の
調
査
対
応
は
。

　
　
　
不
登
校
の
生
徒
に
対
し
て
は
郵
送

な
ど
を
想
定
し
て
い
る
が
、
状
況

に
よ
っ
て
は
直
接
訪
問
す
る
な
ど
、
個
別

対
応
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
面
談
を
実
施
す
る
担
当
は
。

主
に
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が
委

託
す
る
事
業
者
が
行
う
予
定
と
し

て
お
り
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
も
連
携
し

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
事
業

質答質答質答質答

議論の 足 跡
あし あと

あんなこと
こんなこと

…回答

…質問質
答

　
　
　
災
害
時
避
難
情
報
等
伝
達
手
段
と

し
て
新
設
さ
れ
る
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ビ
ジ
ョ

ン
へ
の
広
告
掲
出
料
が
３
８
４
万
円
計
上
さ

れ
て
い
る
。広
告
の
料
金
体
系
等
の
想
定
は
。

　
　
　
１
回
当
た
り
15
秒
。
15
分
単
位
で

最
大
60
枠
の
放
送
が
可
能
で
あ
る
。

１
か
月
当
た
り
の
広
告
掲
載
料
金
で
あ
る

が
、
市
内
事
業
者
は
５
万
円
、
市
外
事
業

者
は
10
万
円
と
な
り
、
広
告
掲
載
の
期
間

に
応
じ
て
、
料
金
が
割
引
さ
れ
る
。

　
　
　
放
送
時
間
は
何
時
間
か
。

午
前
７
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の

14
時
間
放
送
す
る
。

　
　
　
行
政
情
報
を
掲
出
す
る
予
定
は
あ

る
か
。

15
分
単
位
の
60
枠
中
、
10
枠
は
市

政
情
報
等
の
放
映
枠
と
な
る
の
で
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
配
信
を
予
定
し

て
い
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン

�

広
告
掲
出
料

●
令
和
７
年
度
予
算

質答質答質答

リ
ー
、
自
然
、
歴
史
の
部
分
で
認
め
て
も

ら
え
る
と
考
え
て
い
る
が
、
一
部
市
街
地

の
部
分
は
研
究
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
い
る
。

　
　
　
い
つ
か
ら
多
賀
城
オ
ル
レ
コ
ー
ス

が
開
設
さ
れ
る
の
か
。

令
和
６
年
度
、
事
務
局
と
一
緒
に

予
定
コ
ー
ス
を
歩
き
、
課
題
が
な

け
れ
ば
、
令
和
７
年
度
に
認
定
を
受
け
、

開
設
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
ど
う
活
用

す
る
の
か
。

協
力
隊
に
は
、
市
内
の
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
ツ
ア
ー
を
組
み
入
れ
る
な
ど
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
多
賀
城
を
知
っ

て
も
ら
い
、
委
託
先
で
の
研
修
を
重
ね
多

賀
城
の
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
や
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
し
て
も
ら
え
る
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
や
活

動
費
用
の
財
政
措
置
は
。

委
託
先
の
費
用
で
あ
る
募
集
経
費

や
報
酬
、
活
動
費
、
教
育
経
費
な

ど
は
全
額
、
特
別
交
付
税
に
よ
り
措
置
さ

れ
る
。

質答質答質答

　
　
　
東
北
学
院
大
学
多
賀
城
キ
ャ
ン
パ

ス
跡
地
に
総
合
体
育
館
と
市
民

プ
ー
ル
を
移
転
合
築
す
る
た
め
、
先
進
地

視
察
や
基
本
構
想
・
基
本
計
画
策
定
、
基

本
設
計
を
行
う
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、
先

進
地
視
察
は
ど
こ
を
予
定
し
て
い
る
か
。

先
進
的
な
体
育
施
設
と
し
て
福
岡

県
上
毛
（
こ
う
げ
）
町
、
大
阪
府

堺
市
、
東
京
都
立
川
市
な
ど
の
視
察
を
想

定
し
て
い
る
。

　
　
　
施
設
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
ど
う

か
。

現
在
庁
内
の
専
門
部
会
で
コ
ン
セ

プ
ト
を
議
論
し
て
い
る
。
コ
ン
セ

プ
ト
を
策
定
の
後
、
基
本
計
画
策
定
の
際

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
庁
内
の
検
討
体
制
は
ど
う
か
。

令
和
７
年
度
か
ら
新
た
に
企
画
課

内
に
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
デ
ザ

イ
ン
室
を
設
置
し
、
３
人
の
職
員
を
配
置

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
施
設
の
在
り

方
の
検
討
は
全
庁
的
に
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
多
賀
城
オ
ル
レ（
※
）コ
ー
ス
は
、

ど
の
よ
う
な
コ
ー
ス
に
な
る
か
。

県
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
市

内
で
完
結
す
る
コ
ー
ス
を
考
え
て

い
る
が
、
認
定
の
際
は
近
隣
市
町
に
ま
た

が
る
か
も
し
れ
な
い
。
舗
装
さ
れ
て
い
な

い
道
が
基
本
で
あ
る
が
、多
賀
城
の
ス
ト
ー

ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス

�

施
設
整
備
事
業

質答質答質答観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

質答

▲ＬＥＤビジョン

▲宮城オルレ他コースの様子

※オルレとは…韓国から始まったトレッキングコース
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令
和
８
年
度
に
は
八
幡
保
育
所
の

園
児
が
一
時
的
に
志
引
保
育
所
へ

異
動
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
受
入
可
能

な
児
童
数
の
上
限
を
設
定
し
、
両
保
育
所

の
園
児
全
員
が
継
続
し
て
利
用
出
来
る
よ

う
に
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　
接
種
対
象
者
は
。

令
和
７
年
度
内
に
65
歳
に
な
る

方
、
７
年
度
か
ら
11
年
度
ま
で
経

過
措
置
が
あ
り
、
70
歳
か
ら
５
歳
刻
み
で

１
０
０
歳
ま
で
の
方
が
対
象
。
加
え
て
７

年
度
に
つ
い
て
は
、
１
０
１
歳
以
上
の
方

も
対
象
と
な
る
。

　
　
　
先
進
地
で
は
50
歳
以
上
を
助
成
対

象
に
し
て
お
り
、
高
齢
者
対
応
も

あ
る
が
、
50
代
の
年
齢
の
約
２
割
の
方
が

罹
患
し
て
し
ま
う
状
況
が
あ
る
こ
と
か
ら

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

質答質

議論の 足 跡
あし あと

あんなこと
こんなこと

が
、
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

電
気
自
動
車
お
よ
び
燃
料
電
池
自

動
車
の
購
入
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
す
る
事
業
で
あ
る
。
補
助
金
額
は
電

気
自
動
車
の
購
入
に
10
万
円
、
燃
料
電
池

車
の
購
入
に
30
万
円
で
，
合
わ
せ
て
60
台

分
を
計
上
し
て
い
る
。

　
　
　
Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
付
帯
設
備
設
置
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
実
施
す

る
の
か
。電

気
自
動
車
の
導
入
を
後
押
し
す

る
も
の
と
し
て
、
Ｅ
Ｖ
自
動
車
の

充
電
設
備
を
市
内
公
共
施
設
用
地
の
４
カ

所
程
度
に
、
民
間
事
業
者
と
の
連
携
に

よ
っ
て
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
置
き
配
バ
ッ
グ
促
進
業
務
と
は
ど

の
よ
う
な
事
業
か
。

宅
配
便
の
再
配
達
削
減
を
促
進
す

る
取
り
組
み
と
し
て
、
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
、
置
き
配
バ
ッ
グ
を
提
供
し
て
活
用

し
て
も
ら
い
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

利
用
者
の
環
境
に
関
す
る
意
識
の
変
化
な

ど
を
検
証
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答質答質答

も
、
本
市
独
自
で
50
歳
か
ら
65
歳
未
満
に

助
成
を
し
て
は
ど
う
か
。

年
齢
も
協
議
は
し
て
い
る
が
、
国

が
定
め
た
定
期
接
種
で
実
施
す
る

た
め
の
対
象
が
あ
る
の
で
、
近
隣
他
市
町

の
状
況
な
ど
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
接
種
の
自
己
負
担
費
用
は
。

２
市
３
町
と
医
師
会
で
最
終
調

整
の
段
階
で
あ
る
が
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
積
算
に
つ
い
て
は
、
国
が
示

す
標
準
的
な
接
種
費
用
を
基
本
と
し
、
ワ

ク
チ
ン
価
格
と
診
療
報
酬
相
当
額
で
検

討
し
て
お
り
、
現
在
、
２
種
類
の
う
ち
１

回
接
種
の
生
ワ
ク
チ
ン
は
、
お
よ
そ
９
，

０
０
０
円
接
種
費
用
が
か
か
り
自
己
負
担

は
４
，
９
０
０
円
、
２
回
接
種
の
組
換
え

（
不
活
化
）
ワ
ク
チ
ン
は
、
お
よ
そ
１
回
当

た
り
２
万
２
，
０
０
０
円
の
接
種
費
用
が

か
か
り
自
己
負
担
が
１
万
８
，
１
０
０
円

で
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
２
回
接
種
の
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、

仙
台
市
で
は
自
己
負
担
額
が
、
１

回
当
た
り
１
万
１
，
０
０
０
円
と
い
う
報
道

も
あ
り
、
高
い
と
見
え
る
が
、
２
市
３
町
と

医
師
会
で
調
整
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
仙
台
市
と
比
べ
る
と
高
く
見
え
る

が
、
自
己
負
担
の
金
額
の
差
が
ど

の
よ
う
に
接
種
率
な
ど
へ
影
響
が
あ
る
の

か
、
接
種
を
行
う
中
で
見
定
め
な
が
ら
２

市
３
町
と
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　

次
世
代
自
動
車
導
入
支
援
に

６
８
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る

答質答質答ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

�

推  

進 

事 

業

質

な
が
ら
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
支
援
体
制

を
構
築
し
て
い
く
。

　
　
　
把
握
し
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対

す
る
社
会
資
源
活
用
支
援
と
は
。

ケ
ア
を
す
る
対
象
に
よ
っ
て
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
生
活
保
護
、
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
で

あ
れ
ば
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
社
会

的
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
促
す
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
経
験
を
共
有
で
き
る
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
同
士
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
な
ど

の
支
援
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
　
八
幡
保
育
所
の
大
規
模
改
修
に
向

け
た
進
捗
状
況
は
。

設
計
業
務
を
令
和
７
年
７
月
末
ま

で
に
終
わ
ら
せ
る
予
定
で
あ
り
、

駐
車
場
の
増
設
や
場
所
等
に
関
し
て
は
、

あ
る
程
度
設
計
案
が
固
ま
っ
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
八
幡
保
育
所
の
出
入
り
口
周
辺
は

非
常
に
狭
く
、
保
護
者
が
送
迎
す

る
際
に
接
触
事
故
な
ど
が
起
き
て
い
る
が
、

改
修
で
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

隣
接
す
る
八
幡
４
号
公
園
の
利
用

者
の
安
全
確
保
の
面
か
ら
も
、
公

園
の
フ
ェ
ン
ス
の
位
置
を
下
げ
ら
れ
な
い

か
な
ど
を
担
当
課
と
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
引
き
続
き
保
護
者
や
園
児
が

安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
て

い
く
。

　
　
　
八
幡
保
育
所
と
志
引
保
育
所
の
統

合
に
向
け
て
入
園
者
数
の
調
整
な

ど
を
し
て
い
る
の
か
。

質答公
立
保
育
所
再
編
事
業

質答質答質

答

▲八幡保育所

▲置き配バッグイメージ

17 たがじょう市議会だより 2025.5



質
答
…質問

…回答

　
　
　
ど
の
よ
う
な
形
に
改
修
さ
れ
る
の

か
。

今
年
度
予
算
で
は
「
市
民
が
主
体

と
な
っ
て
遊
ぶ
こ
と
や
活
動
で
き
る

場
の
提
供
」
を
念
頭
に
バ
ラ
園
の
枠
の
撤

去
と
整
地
を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
は
プ

レ
ー
パ
ー
ク
な
ど
の
事
業
を
実
験
的
に
実

施
し
て
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
て
い
く
。

　
　
　
プ
レ
ー
パ
ー
ク
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
。

プ
レ
ー
ワ
ー
カ
ー
を
中
心
に
子
ど

も
た
ち
が
自
ら
取
り
組
み
た
い
こ

と
を
自
然
の
中
で
活
動
で
き
る
こ
と
を
促

す
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

バ
ラ
園
の
バ
ラ
は
ど
う
な
る
の

か
。

バ
ラ
は
専
門
の
知
識
と
労
力
も
必

要
な
も
の
な
の
で
、
今
後
は
移
植

し
て
一
か
所
に
ま
と
め
て
管
理
す
る
予
定

で
あ
る
。

多
賀
城
公
園
改
修
事
業

質答質答質答

布
の
依
頼
１
２
４
カ
所
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
登
録
者
に
、
個
別
に
案
内
を
送
付

し
た
。

　
　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
の

令
和
６
年
度
の
実
績
と
令
和
７
年

度
の
目
標
に
つ
い
て
。

令
和
６
年
度
の
受
講
者
数
は

６
８
８
人
。
小
中
学
校
合
わ
せ
て

３
８
１
人
の
受
講
が
含
ま
れ
る
。
令
和
７

年
度
の
目
標
は
、
８
５
０
人
。
小
中
学
校

５
校
に
対
し
講
座
を
開
催
し
、
令
和
６
年

度
よ
り
１
５
０
人
ほ
ど
増
や
し
た
い
。

　
　
　
城
南
小
学
校
北
側
に
位
置
す
る
樋

の
口
雨
水
幹
線
の
Ｊ
Ｒ
横
断
部
の

整
備
工
事
の
委
託
と
の
こ
と
だ
が
、
工
事

期
間
と
工
事
総
額
は
。

４
～
５
年
の
工
事
期
間
で
総
額

15
億
円
程
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
工
事
が
完
了
す
る
と
浸
水
対
策
に

ど
の
よ
う
に
寄
与
す
る
の
か
。

工
事
箇
所
北
側
の
浮
島
地
区
等
に

お
い
て
、
市
の
計
画
で
定
め
る
１　

時
間
当
た
り
雨
量
５
２
．
２
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
雨
水
排
除
が
行
え
る
よ
う
に
な

る
。

　
　
　
工
事
が
完
了
し
排
水
が
円
滑
に
な

る
と
、
城
南
地
区
に
あ
る
浮
島
雨

水
ポ
ン
プ
場
の
処
理
能
力
に
支
障
を
及
ぼ

さ
な
い
か
。

浮
島
排
水
区
全
体
の
整
備
計
画
の

中
で
、
浮
島
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
ポ

ン
プ
増
強
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

質答浸
水
対
策
下
水
道
事
業

質答質答質答

ら
せ
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
窓
口
で
の

問
合
せ
等
で
丁
寧
に
説
明
し
対
応
し
て
い

く
。

　
　
　
令
和
７
年
度
の
特
別
支
援
教
育
支

援
員
の
勤
務
時
間
並
び
に
採
用
数

の
変
更
は
。

週
23
時
間
以
下
、
年
間
40
週
で
、

９
２
０
時
間
以
下
の
勤
務
体
制
か

ら
週
30
時
間
、
年
間
40
週
で
１
２
０
０
時

間
の
勤
務
と
な
る
。
そ
の
結
果
小
中
10
校

合
わ
せ
て
56
名
か
ら
46
名
と
な
る
。

　
　
　
今
回
の
勤
務
体
制
の
変
更
理
由
は

何
か
。

文
部
科
学
省
の
通
知
で
は
、教
育

方
針
や
個
別
支
援
計
画
等
を
し
っ

か
り
共
有
し
た
上
で
指
導
に
当
た
る
こ
と

と
し
て
い
る
。現
在
の
勤
務
時
間
で
は
対

応
が
難
し
い
こ
と
か
ら
児
童・
生
徒
へ
の

支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
変
更
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
　
　
採
用
人
数
が
減
る
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
支
援
の
手
が
足

り
な
く
な
る
心
配
は
な
い
か
。

人
数
は
減
少
す
る
が
、総
時
間
数

と
し
て
は
ほ
ぼ
現
在
と
変
わ
ら
な

い
。

　
　
　
認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
シ
ー
ル

活
用
の
現
状
は
。

１
月
15
日
時
点
の
登
録
者
は
10

人
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
チ
ラ
シ
配

特
別
支
援
教
育
支
援
員

質答質答質答認
知
症
対
策
事
業(

見
守
り

シ
ー
ル
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成)

質答

　
　
　
一
般
住
宅
建
設
に
伴
う
調
査
が
、

申
請
か
ら
調
査
開
始
ま
で
相
当
な

日
数
を
要
し
て
い
る
が
現
状
は
。

令
和
６
年
度
受
付
分
は
令
和
７
年

度
に
調
査
で
き
る
見
込
み
だ
が
、

今
後
申
請
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
の
は
確
か
で
あ

る
。

　
　
　
限
ら
れ
た
財
源
と
人
員
で
の
調
査

と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
外
部
委

託
や
作
業
時
期
・
工
程
の
見
直
し
に
つ
い

て
の
検
討
は
。

効
果
的
・
効
率
的
な
調
査
を
進
め

る
に
当
た
り
、
関
係
機
関
と
協
議

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
ど
の
程
度
調
査
ま
で

時
間
を
要
す
る
か
を
お
知
ら
せ
し

て
は
ど
う
か
。

遺
跡
の
状
況
に
よ
り
調
査
期
間
が

大
き
く
変
動
す
る
た
め
広
く
お
知

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業

質答質答質答

議論の 足 跡
あし あと

あんなこと
こんなこと

▲改修予定の多賀城公園内バラ園

▲埋蔵文化財発掘調査の現場の様子
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賛成・反対討論令和７年度予算

賛成

賛成

賛成

反対

自由民主党多賀城市議団
大内　裕太

多賀城の未来を照らす会
池田　　純

公明党多賀城市議団
阿部　正幸

日本共産党多賀城市議団
中田　定行

「今と向き合い
　未来を見据えた予算」

「未来への財産となる予算」

「多賀城の新たな文化観
光のスタートになる希望
あふれる予算に期待」

「くらしを応援する
� 予算を求める」

■一般会計
●�今と向き合う事業として経済対策や福祉分

野など様々な分野の政策に対する予算を適
切に計上。

●�未来を見据えた事業として市民文化創造推
進や観光まちづくり、子ども計画等策定や小
中学校環境整備事業など将来を見据えた事
業に対する予算を適切に計上。

●�過去最大の予算規模となったが、国交付金や
地方財政上有利な起債が活用されており、本
市の実質的な負担軽減に努めている。

■一般会計
●�中央公園の整備、総合体育館と市民プールの

複合化施設の整備検討、市庁舎の津波浸水対
策に主眼を置いた大規模改修、地域おこし協
力隊制度の活用による観光振興、といった新
たな多賀城の魅力を市内外に発信するとと
もに、未来への財産となるような事業構成と
なっている。

●�より大胆な事業のスクラップ＆ビルドを市
民に見える形で理解を得ながら進め、必要な
財源を確保することを期待

■一般会計
●�重点的に取り組む４５事業を掲げ、「日々の

よろこびふくらむまち　史都　多賀城」の施
策実現に向けた予算。

●胃内視鏡検査の追加を目指した取り組み。
●�生活交通ネットワーク維持事業では、スマー

トフォンをもっていない高齢者も同じよう
に無料で利用できる取り組み。

●�帯状疱疹ワクチン予防接種の自己負担額を
二市三町で同じ金額とし、摂取しやすい料金
の検討などに期待し賛成する。

■一般会計
●�西部地域の浸水対策や新基準による耐震対

策を実施し、気候危機対策を具体化すること。
●�敬老事業の廃止はやめて、福祉タクシー等助

成を復活すること。
●市営住宅廃止はやめ、家賃減免をすること。
●中小事業者廃業危機を救う支援の実施を。
■特別会計
●�福祉、医療、介護ともに制度を見直し、市民

負担を減らし、安心して利用可にすること。
■企業会計
●�水道料金は値下げし、老朽化対策をしっかり

行い事故を未然に防ぐこと。

※�各議員の討論全文をご覧になりたい方は、
こちらのＱＲコードから。
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今月の表紙

編
集
後
記

市内小学校児童会の皆さんをシリーズで紹介します。
　
　今回御紹介するのは、山王小学校５年生８人の計画委員会の皆さんです。
　皆さんに、「活動の取り組み」、「山王小学校の自慢」や「多賀城市のここが好き」などについてインタビュー
しました。� ( 取材日：令和７年３月５日 )

★計画委員会が令和６年度に取り組んだ主な活動  
●�「キラキラさん紹介」校内でいいことをした人を見つけ、放送で紹介しました。

　　 �転んで泣いていた人をなぐさめたり、落ちていたものを拾って届けた
りした人を紹介しました。

●�「代表委員会の運営」６年生を送る会やほなみまつりなどのイベント
の時に、各クラス代表者と話し合いをして計画を実行しました。

●�「安全ポスターの作成」校内に掲示して注意を呼びかけました。

★山王小学校をこんな学校にしたい！
　●みんなで仲良く、差別がない学校。　

●いじめや嫌がらせのない学校。

★山王小学校のここが自慢 
●にぎやかなところ。人数が多いと楽しい。　　　　　　　
●校庭で遊ぶ人が多い。誰とでも仲良くできる。
●田んぼに囲まれていて、田植え体験ができる。

★多賀城市のここが好き！　
●あやめまつり　　　　　　　　　　　　　
●南門「めっちゃばえる！」
●歴史と自然があるところ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

★多賀城市が「もっと○○なまちになってほしい！」
●�もっとたくさんイベントをして、にぎわってほしい。　　　　　　　　　　　　　
　

　
私
た
ち
広
報
委
員
メ
ン
バ
ー
は
、
議
会
だ
よ
り
を

議
会
と
市
民
を
つ
な
ぐ
双
方
向
の
情
報
誌
と
位
置
づ

け
、「
わ
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
」
を
基
本
に
、

議
会
活
動
の
透
明
性
や
公
開
性
を
可
能
な
限
り
追
求

し
た
広
報
紙
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
２
年
に
１
度
先
進
地
に
出
向
き
そ
の

内
容
も
参
考
に
し
、
議
論
の
背
景
、
プ
ロ
セ
ス
、
紙

面
全
般
の
文
字
数
、
写
真
の
活
用
な
ど
を
重
視
し
た

編
集
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
第
１
３
１
号
は
、
令
和
７
年
度
の
各
種
予
算
審
議

内
容
の
一
部
で
す
が
、
特
に
重
要
な
部
分
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
多
賀
城
市
議
会
の
状
況
を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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真
弓

委　
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池
田　
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委　
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大
内　
　
裕
太

委　
　
員　
大
場　
　
和
晃

広報特別委員会

▲安全ポスター▲すずめキングと

　校地周辺に田園が広がり、西に泉ヶ岳を仰ぎ見ることができます。自然に囲まれた中での、子どもたち
の学校生活は、毎日楽しくにぎやかです。「ブランコをめっちゃこぐと、観音様が見えるんだよ。」と、大
人が知らない情報も飛び出しました。田んぼのザリガニやカエル、空を飛ぶトンボやすずめも、みんな子
どもたちの大切な仲間。「すずめキング」（山王小キャラクター）が優しく見守ります。
� ( レポーター　伊藤　真弓 )
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